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はじめに
　「花工房」は、来館者に簡単な手作り体験を通して自然に親しんでいただくことを目的に季節
の草花でしおりを作ってもらうコーナーです。
　２０００年４月の第３日曜日、毎月開催している「ボランティアデー」（注１）での「押し花のし
おり手作りコーナー」がその始まりです。以後、２００８年現在に至るまで毎月第３日曜日に「ひ
とはくサロン」で開催を続け、しおりの他にもその時々の季節感あふれる展示物やクラフト体
験コーナーなどを取り上げてきました。
　これらの活動を中心になって続けてきたのが、NPO法人人と自然の会の澤マスミ会員でした。
残念ながら２００７年６月還らぬ人となりましたが、闘病中も毎月の「はくぶつかんの日」を楽し
みに、活動を続けてきました。
　２００８年２月１１日に人と自然の博物館で開催された第３回「共生のひろば」では、彼女の「ひ
とはく」への熱い思いを込めた作品を展示しました。この報告では、花工房の８年間の活動を
振り返り、来館者のみなさんが自然に興味を持ち、楽しんでいただき、一人でも多くの「ひと
はくファン」が生まれることを願って、活動してきたことを述べていきたいと思います。

１．花工房の出発と目指すもの
（１）出発
　人と自然の会に１台の「ラミネーター」がありました。ひとはくフェスティバルのイベント
で使用するために１９９７年に購入したものです。しかし、登場回数は限られていました。フェス
ティバルでの出し物に「秋の葉でしおりを作る」を提案し、購入のきっかけを作った澤マスミ
会員は「この機械に活躍の場を与えなければ！」と責任を感じ、思案していたそうです。２０００
年初頭、当時ボランティアデーとして毎月第３日曜日に来館者向けのイベントを行っている部
屋の片隅を使わせてもらい「押し花しおり」を体験してもらうことを考え、会員に協力者を募
りました。３名の賛同者が手を挙げました。こうして花工房はつつましやかにデビューしたの
です。
　ところが、博物館の「新展開」により、第３日曜日には「はくぶつかんの日」としてさまざ
まなイベントが催されるようになりました。花工房のデビューは部屋の片隅でひっそりと・・・
でしたが、ひとはくサロンの入り口、そしてセンターへと進出を重ね、ひとはくサロンの中心
的なイベントとなり、現在に至っています。
（２）目指すもの
　花工房では季節の草花を押し花にして「しおり」を作ってもらいますが（図１）、その他に
来館者によく見える一角にフキノトウやツクシ、秋の七草、などを手始めとした季節の草花を
展示しています。これは、常日頃から「博物館には生きたものを見たり触ったり、においをか
いだりとか、そういう五感を全部満足させてもらえるようなところがどこかにほしい。」と澤会
員が主張していたからにほかなりません。ささやかな展示ですがこれをきっかけに会話が生ま
れ、また来てみたいと思ってもらえる雰囲気作りを心掛けています（図２）。
　また、花工房は、基本的に体験料を徴収するというスタイルを貫いています。花工房立ち上
げのきっかけが出番の少ない機械の有効活用であったこととも関連するのですが、活動するこ
とで会に経済的な負担をかけない。材料費は参加者に負担してもらいその分楽しんでいただく。
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これが当初からの基本です。体験料を徴収してみると無料で行なう場合よりも参加者が真剣に
取り組むことも、経験で実感しました。かわりに、こちらもしっかりした質の高いプログラム
で臨まなければいけないという面もあり、花工房には欠かせない基本姿勢となりました。

２．花工房の準備から当日まで
（１）準備
　花工房のメインは先にも述べたように「押し花しおり」です。季節の野の花を楽しんでもら
うには準備として花の採集があります。美しい押し花にするには当たり前ですが、旬の花が必
要です。でも、自然を相手の作業は思うようにゆかないこともあります。気候の変化で当てに
していた時期に咲かなかったり、昨年までは最高のポイントだったところが宅地開発で跡形も
なくなっていたり、先週は咲き乱れていた土手の花が無残にも刈りはらわれていたり、悲喜こ
もごもです。
（２）乾燥
　採集した草花は紙に挟んで、さらに陶器の押し花乾燥器に挟み、電子レンジで３０秒～２分く
らい加熱します。急速に水分を取ることで美しい色の押し花ができます。これを乾燥シートに
挟んで重石をかけます。乾燥シートは適宜交換が必要です。
（３）当日
　心をこめて作った押し花を並べます。台紙に好みの押し花を選んでデザインしてもらいラミ
ネートフィルムに挟み、ラミネーターで加熱します。穴をあけ、リボンをつけて完成です。台
紙にデザインしたものをフィルムに挟む時に静電気が起こり、せっかく苦心して並べてもらっ
た草花の配置が台無しになることがあります。そうならないように一番気を使うのがこの作業
です。一生懸命自分で作った作品を手にした笑顔は最高です。こちらもうれしくなります。

３．博物館の外へ
　花工房は博物館での活動だけでなく依頼があれば可能な限りお受けするというスタイルでこ
こまで来ました。振り返るといろいろな場所で活動してきました。

ひとはくキャラバン
　ひとはくのキャラバン事業では、２００２年３月朝来、９月神戸に参加させていただきました。
朝来では空き時間を利用してしっかり押し花用に植物採集をしてきました。神戸では同じフロ
アで仕事をしていた会場の職員に次のイベントの交渉を受けるなどという出来事もありました。
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図１．押し花のしおり
‘しおり’という限定された大きさの中におさめた季
節の草花。ラミネートフィルムでパウチすると一層の
輝きを見せます。 

図２．「花工房」のようす
2004年11月14日、人と自然の博物館４階ひとはくサロンにて



ふれあいフェスティバルin明石、西宮、姫路
　県民のお祭りとなるふれあいフェスティバルでは、２００１年１０月明石、２００２年１０月西宮、２００３
年１０月姫路に参加しました。規模の大きな祭典で、ありとあらゆるプログラムがあり、参加者
の目的が通常のイベントと異なるため圧倒的な人出の割には落ち着いていました。しかし、西
宮では１日に２１２枚、明石では２日間で３２０枚、姫路では２日間で２２０枚のしおりを作ってもらい
ましたので、考えてみるとかなりハードなイベントでした。

ひょうご森の祭典in淡路東浦
　２０００年５月淡路に行ってきました。森の祭典ということでいろいろな植物関連のブースが目
白押しでした。人出もかなりあったので期待も膨らみます。しかし、通りがかりの年配の女性
に「こんなのその辺にいっぱい生えとるよ。」と言われ、それもそうだと、妙に納得してしま
いました。その言葉どおり前を行く人はほとんど関心を示しません。今日は「不発？」と不安
がもたげかけたその時、開会式典で美しい歌声を披露したタカラジェンヌの卵たちが
「キャーッ」と歓声をあげて群がってきました。「カワイイッ」「ステキッ」　この日は材料に
「スミレ」をたくさん準備していましたからもう大変！　あとは伝え聞いた卵さんのお友達が
次々と。そしてつられて一般のお客様も。ほんとに大変な一日でした。タカラジェンヌの卵さ
んたち、ありがとう。

ボランティアメッセ２００４in未来館
　２００４年５月東京に行きました。ひとはくから始まったボランティアメッセが日本科学未来館
で開催され、花工房も参加しました。このときは「ツクシをこんな都会でしおりにできるなん
て」と感激の言葉が聞こえました。大都会での野の草花のしおりは興奮のるつぼと化しました。
１６０枚のしおりを作ってもらっています。

４．しおりになった植物たち
　８年間で押し花に取り上げた草花は、記録の残っているものは約１８０種です。（付表参照）
　来訪者に人気のあるものは数多くありますが、中でも、ツクシ、タンポポ、サクラ、アジサイ、
コスモス、クズ、ツタ、スイセンなどは変わらぬ人気です。また、センブリ、フジバカマ、ハ
ギなども劣らぬ人気です。
　しおりにするのに苦労する植物もあります。花びらの薄いもの（ツユクサなど）は電子レン
ジで乾燥した後、紙にくっつき、はがすのに苦労します。試行錯誤の末にクッキングペーパー
で挟んで乾燥しているのですが、それでも成功率はよくありません。また、肉厚のもの・水分
の多いものは電子レンジでの乾燥時間を多めにしますが、加減が難しく焦がしてしまうことも
あります。また、葉の表面の薄い膜が加熱中に破裂して製品にならないという事態も起こりま
す。（ハナツクバネウツギ・スイセンの葉など）。平面的な形状のものは容易に押して乾燥でき
ますが、厚みのあるもの、筒状に咲くものは、きれいなしおりにすることが難しいです。
　一方、メリケンカルカヤは乾燥シートに挟むだけでできます。一般的に葉は厚みが比較的一
定ですので短時間で電子乾燥ができます。また、紅葉した秋の樹木の葉も、乾燥シートに挟む
だけでできるものがあります。

５．クラフト体験コーナーの作品
　「押し花のしおり」以外に、クラフト体験コーナーから、さまざまな作品がデビューしました。
豆雛（トラ豆、タンキリ豆を使った雛人形）、ダチョウの卵のアクセサリー、羽子板、追羽根
などが代表的な作品です。これらの作品もご紹介します。
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豆雛（図３）
　季節の作品を考えている時にトラ豆と出会いました。豆の長径の半分が茶色で濃淡の模様が
あることからトラ豆と呼ばれている食用の豆があります。これを胴体にしたら何かおもしろい
作品ができるのではないかと考えました。頭は漆黒のタンキリマメ、細い筆で顔と着物の模様
を入れます。ススキの茎を切り台座にしました。菱餅もフェルトで作ります。ついでにサルト
リイバラで３人官女も作ります。
　準備作業は一同大変でした。豆をボンドでくっつけ細い筆で顔、着物の模様を入れるのです
が、豆をくっつける段階で手こずり、模様で手こずり、でもこれは絶対に来館者に喜ばれる作
品だと確信があったので楽しく準備しました。
　はたして、それは衝撃的なデビューとなりました。子供たちにプレゼントしたいのでと、ま
とめて求める人、手作りショップを運営する会員からは在庫全部ほしいとまで言われ、あわて
てしまいました。その後、この作品は一部手直しをして新しい作品になります。竹を節の上で
斜めに切り内側に赤いフェルトを敷き、この中に女雛を入れて「かぐや姫」と命名しました。こ
の発想の転換のすばらしさ！
　しかし、なぜか豆雛の衝撃には及びませんでした。お雛様にはみなさん特別の思いがあるの
でしょうか？

ダチョウの卵のアクセサリー（図４）
　ダチョウ牧場に関係者がいることはラッキーでした。健康志向の世の流れは日本人にダチョ
ウの肉や卵を食する習慣を根付かせつつあるのです。ダチョウの卵はニワトリの２０倍以上。殻
の厚みは約２ミリ。表面はつやがあり、まるで陶器です。この殻を使ってアクセサリーを作ろ
うとみんなで考えました。
　適当な大きさの殻の破片に紐通しの穴を“ドリル”で開けます。殻の上に好みで絵を描いた
り、押し花を貼り付けます。サインペンだけでなく、ラメカラーのマニキュアを準備したとこ
ろ、これが大ヒットでした。押し花を貼り付けた場合は保護のためニスを塗りました。最後に
おしゃれなひも結びで仕上げます。この結びがポイントで、とっても素敵なアクセサリーに変
身しました。
　ダチョウの卵の大きさを実感してもらうため、会場にダチョウの卵１．５ｋｇと同じ重さのに
わとりのたまご（ゆで卵）２３個と秤を展示しました。子供たちは卵に触ったり、秤にのせたり、
大いに楽しんでくれました。
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図３．豆雛（まめびな）
とら豆の模様を利用して胴体に、タンキリ豆は黒くつややかな
頭にします。ススキの茎の台座に座ったお内裏様はサルトリイ
バラの三人官女を従えて‘ひなまつり’。 

図４．ダチョウの卵でペンダント
厚さ２㎜位。陶器に似た表面に押し花を貼ったり、絵を
描きます。 



羽子板、追羽根
　お正月遊びの定番は「はねつき」、「たこ揚げ」でした。そこでなんとか羽子板と追羽根を作
れないかとムクロジさがしを始めました。追羽根はムクロジの種子を核にして作られているこ
とが今では忘れられているらしく、ムクロジの木はなかなか見つかりませんでしたが、神戸の
森林植物園にたどり着き、落ちている実を拾い集めてきました。
　２００１年１月の花工房で手作りの追羽根と羽子板を展示しました。その実物を見た人は「近所
の神社にムクロジの大木がある」とか、「子供の頃よく作りました」という反応がありました。
そのうちムクロジの立派な実をたくさんいただき、次は「羽根だ！」となりました。水鳥が多
数飛来することで有名な伊丹市の昆陽池で羽根を拾い集めましたが、多人数に充分間に合わせ
るだけの量はなかなか大変です。そのうち、養鶏場では鳥の生理現象で落ちる羽根を廃棄処分
していると聞き、大量に送ってもらいました。羽子板は人と自然の会のクラフトクラブの達人
にカットしてもらいました。これで材料は何とか調達。
　こうして年２００２年１月２０日「羽子板、追羽根手作り体験」を無事実行しました。ムクロジさ
がしから羽根さがし、そして羽子板切りまで本当に多くの方の情報と協力、そして楽しい準備
作業。幸せなプログラムでした。

花工房の今後
　花工房８年間の活動を振り返ると、そこには、いつも前向きで、ひとはくを愛し、花工房を
愛した澤マスミ会員の姿があります。私たちは、豊かな発想でアイデアを繰り出す彼女に賛同
して集まった面々です。「自分が面白くなければ来館者に楽しんでもらうことはできない。」と
の思いはメンバー共通です。新しいアイデアにみんなでいろいろ意見を言い合いながら、分担
しつつ進めてきました。個性的な仲間がうまくすみ分け、花工房を盛り上げたいという共通の
思いで連帯しているからこそ、ここまで継続できたのでしょう。ダチョウの卵バージョン衛も
すでに開発、押し花も新しい展開を開発中です。お正月バージョンもクラフトクラブの協力を
得ながら模索しています。他のグループとの共同開催？も視野に入れつつ、これからも協力し
ながら来館者のハートに迫る展示を工夫していきたいと思っています。
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（注１）「ボランティアデー」
　１９９７年５月から、毎月第３日曜日を「ボランティアデー」と称して、博物館ボランティアの自主的な活動を行う場と
し、以後毎月来館者が自由に参加できる体験型イベントを実施してきた。博物館が主催するイベントも同時に開催する
ことで２００２年からは名称を「はくぶつかんの日」とし、２００７年度に至っている。
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